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を合図にテープカットなど盛大に記念式典を行いました。

式典では、祝賀協賛会　会長関谷白石市長のあいさつ。

う一めん娘による駅長への花東贈呈、古川市からの使節

団によるメッセージ交換や招待された札幌市白石区のミ

ス白石一行が紹介されました。ホームでは、地元鷹巣地

区の神楽保存会のメンバーが、伝統の清めの舞「四方舞」

「三人剣舞」を乗降客に披露、改札口では、う一めん・

こけしをセットにした記念品500個が、こけし娘よ1）プレ

ゼントされました。

あたたかく迎えよう！成功させよう！
第8回日本ジャンボリー・



成功させましょう、ρ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
創
立
六
十
周
年
記
念

2

みんなであたたかく迎え

ム本大営野際国
　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
最
大
の

祭
典
第
八
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー
（
以
下
8
N
J
と
い
う
）
は
、

八
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で
の
五

日
間
南
蔵
王
山
麓
白
萩
地
内

（
三
住
地
区
）
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
8
N
J
は
、
四
年
に
一
度
の

行
事
で
、
特
に
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
日
本
連
盟
創
立
六
十
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
、

皇
室
代
表
を
始
め
、
各
界
の
名

士
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
ま

す
。　

南
蔵
王
の
大
自
然
の
中
に

「
友
情
」
と
「
躍
進
」
を
テ
ー
マ

に
日
本
全
国
、
世
界
各
国
の
約

三
万
人
の
ス
カ
ウ
ト
（
青
少
年
）

が
参
加
し
野
営
生
活
を
通
じ
各

種
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て

参
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
あ
と
三
十
二
日
に
せ

ま
っ
た
8
N
J
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
て
み
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
仲
間

全
国
で
約
三
十
一
万
人

　
白
石
市
に
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
宮

城
連
盟
臼
石
第
一
団
が
あ
り
、
ふ
だ

ん
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

て
毎
日
曜
日
に
集
会
を
開
き
、
社
会

に
奉
仕
で
き
る
能
力
と
人
生
に
役
立

つ
技
能
を
自
ら
の
体
で
覚
え
、
よ
り

よ
い
社
会
人
と
し
て
ま
た
、
国
際
人

と
し
て
成
長
す
る
よ
う
、
自
発
活
動

と
実
践
に
よ
り
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
仲
間
た

ち
は
、
日
本
全
国
で
三
十
一
万
余
人
、

世
界
で
は
百
十
六
ヵ
国
、
約
一
千
五

と
国
際
親
善
を
高
め
、
ス
カ
ウ
ト
運

動
が
さ
ら
に
躍
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
夏
八
月
二
日
㈲
か
ら
六
日
㈹
ま

で
五
日
間
南
蔵
王
山
麓
白
萩
地
内

（
三
住
地
区
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

す
8
N
J
は
、
「
友
情
と
躍
進
」
の
テ

ー
マ
の
も
と
内
外
約
三
万
人
が
参
加

し
野
営
生
活
を
通
じ
て
、
各
種
の
プ

ロ
グ
　
　
ラ
ム
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　
ブ
面
外
テ
か
み
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　
全
体
行
事
と
は
、
参
加
者
全
員
が

ア
リ
ー
ナ
（
野
外
劇
場
）
に
集
結
し

て
行
う
行
事
で
、
選
択
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
は
、
会
場
内
で
主
と
し
て
展
開
さ

れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
参
加
ス
カ
ウ
ト

は
、
主
催
者
側
が
準
備
し
た
十
四
種

目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
自
ら
選
択

し
て
挑
戦
す
る
も
の
で
す
。

翌窺
8／／7く1．1

全体行事

第5日
8／6（金1

霜
腰
尋
濯
島
蛎
薦
㎜

理
に
も
と
づ
き
「
ス
カ
ウ
ト
は
兄
弟
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
友
情
を
培
い
、
こ
れ

を
民
族
・
言
語
・
宗
教
を
超
え
て
国

際
親
善
と
協
力
精
神
に
発
展
さ
せ
、

世
界
平
和
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
と
は

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
が
、

概
ね
四
年
を
周
期
と
し
て
開
催
し
、

平
素
の
ス
カ
ウ
ト
達
の
訓
練
の
成
果

を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
友

情
を
深
め
、
外
国
参
加
の
ス
カ
ウ
ト
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8
N
J
を
見
学
す
る
場
合

　
8
N
J
の
見
夢
を
帝
望
ず
を
場
合

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

見
学
者
の
入
退
場
時
間

　
入
場
時
刻
は
毎
日
十
時
、
退
場
時

刻
は
十
七
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
全

体
行
事
が
行
わ
れ
る
八
月
二
日
・
四

日
・
六
日
は
退
場
時
刻
は
二
十
一
時

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

見
学
者
の
会
員
章
の
取
扱
い

　
見
学
者
は
、
必
ず
会
員
章
を
付
け

る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
章
の
な
い
場
合
は
、
会
場
内

に
入
場
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
会
員
章
は
、
有
償
頒
布
と
な
り
、

前
も
っ
て
市
役
所
内
市
民
課
窓
口
で

取
り
扱
い
ま
す
。

　
な
お
見
学
者
の
便
利
を
図
っ
て
当

日
入
口
案
内
所
で
も
有
償
頒
布
い
た

し
ま
す
。
頒
布
価
格
は
製
作
実
費
一

個
百
五
十
円
と
な
り
ま
す
。

見
学
者
の
交
通
規
制

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
関
係
者
の
見
学

団
も
会
期
中
連
日
多
数
来
場
し
ま
す
。

会
場
へ
の
進
入
・
退
場
は
一
方
通
行

な
ど
交
通
規
制
を
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
相
当
な
交

通
混
雑
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
次
の

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
白
石
市
内
か
ら
会
場
行
臨
時
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
乗
用
車
な
ど
で
来
場
さ
れ
て
も
、

駐
車
場
は
場
外
と
な
り
、
駐
車
場
か

ら
臨
時
バ
ス
ま
た
は
徒
歩
と
な
り
ま

す
の
で
、
会
場
へ
の
利
用
は
交
通
の

円
滑
な
臨
時
バ
ス
（
臼
石
市
内
出
発

便
）
を
利
用
し
、
交
通
規
制
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
、

場
内
で
の
注
意
事
項
は

①
会
場
内
に
は
主
要
道
路
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
運
営
の
た
め
の
車
両
・

臨
時
バ
ス
等
が
運
行
い
た
し
ま
す
。

徒
歩
で
の
見
学
の
際
は
、
運
営
本
部

員
の
指
示
に
従
う
こ
と
。
ま
た
会
場

内
で
は
交
通
安
全
に
つ
い
て
万
全
の

ご
注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
会
場
内
に
は
簡
易
水
道
等
の
諸
施

設
が
設
置
さ
れ
て
お
り
こ
の
附
近
に

は
立
入
禁
止
地
域
も
あ
り
ま
す
の
で
、

案
内
標
識
に
注
意
さ
れ
、
こ
れ
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
サ
ブ
キ
ャ
ン

プ
（
テ
ン
ト
展
張
地
区
）
で
の
取
水

は
禁
止
し
て
お
り
ま
す
の
で
指
定
さ

れ
た
給
水
場
で
取
水
す
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

③
野
外
仮
設
便
所
の
ご
使
用
に
つ
い

で
は
、
一
般
見
学
者
用
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
参
加
者
用
便
所
の
使
用
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

④
場
内
に
は
、
一
般
食
堂
が
設
置
さ

れ
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
軽
食

な
ど
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。
ま
た

記
念
品
な
ど
も
販
売
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

⑤
快
適
な
見
学
行
動
が
と
れ
ま
す
よ

う
に
、
入
口
案
内
所
で
会
場
案
内
図

が
配
布
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
見
ま
す

と
記
載
さ
れ
た
諸
解
説
や
注
意
事
項

　　　　至仙台
　会場附近略図
至遠刈田

璽
ダー臼石｛

至
仙
台

、

場会

三注

螺
藁白石

至南蔵王
スキー場

弥治郎

な
ど
に
従
う
よ
う
に
い
た
し
快
適
な

見
学
を
す
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
、
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー
会
場
へ
の
見
学
は
、
白
石
市
内
発

臨
時
バ
ス
の
ご
利
用
の
ほ
ど
を
重
ね

て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
か
つ
て
な
い
一
大
行
事
8
N
J
を

市
民
あ
げ
て
心
あ
た
た
か
く
迎
え
、

ぜ
ひ
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

〆臨先温泉

至
相
馬
市

　
類穿

撃
原温泉

子
ム野

子
伽
原

幽

利用交通機関　　　　至南陽市　　　至東景

　国鉄白石駅から西北方約11㎞

　東北自動車道白石I　C又は、国見I　Cから西北方約12㎞

　※進入退出路については、使用道路を規制する。
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牽
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　　　ず
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韮

　　　　　　　　　　　　こんにちはあおば

　　　　　　　　　　　　　　　き　　　羅　　　　　　　　　　　　　誉

　　　　　　　　　　　　　　▲上り一番列車

　　　　　　　　　　▲開業式典に花を添えた

　　　　　　　　　　　こけし娘、う一めん娘

　　鱒　　　　　　　　札幌市白石区のミス白石

　　　　　　　　　　　古川のミス新幹線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐

轟
欝

幽隔　記念テ『プカツト

　擦　り

　羅　　　、∫》論，

　　　　ヌ』・　　　　　　／選力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目の

轟嚢　　　・，．灘　　　灘　嚢蟹萎灘彗1、’，、
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ひかりタイプの「やまぴこ」と、こだまタイプの「あ

づば」が、東北新幹線の主役、大宮～上野間は新幹線

1レー号が結びます。

春、東京が身近かに感じられます。

●短縮された時間

　　　123456　短組　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿轟時問．

　　　　　　　　　にじヨぽ　らきあ

ワ　ー一一一煮奉　1期
　　　　　　　　　　　　6時間27分1、1、

一一2時間40分　　　　　9∈，
．　　　　　4醐52　分　　　　▲改札□正面より
百　一一一尋あ拗欝間騰　　　64　　　　一一　　邑騰馴分　　分　注佐表は主な駅から上野駅までの所要時間です。
…E些　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上段は新幹線、下段は現在の特急。現在の特急時分は、盛岡か

蜜……曇2時間10分　　　　67　　らはやまぴこの上り、仙台・鶴・郡山からは、ひばりの上り

　一　　　　　　　　　3時間ロ分　　　　　　　分　　　　　です・白石蔵王は白石からのひばりの上りと新幹線あおぱの上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りの比較です。郡　整暇　1時間52分⊥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　新幹線には、リレー号の時間を含んでいます。

　皿　2時間4扮　　　　　　分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
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〉同・じ6月23日生まれの

佐藤千代さん、千歳さ

双子の姉妹（大平森合）

o新幹線開業は一大行事、

と話す彼女らは、開業日と

同じ月日に生まれ、ただ

今花婿募集中とか……！？

明るい2人は「二れを機会に

フィーバーしたい！」と心を

たにしていました。

▼白石

　　鶴醤プ

積
繋
桑
．
、

、
藁
纏

寓

き

側
　
、

離
なドも　ゑりしゆぜ

雌
［
　
M

一
、
購
擁
唱

騨1

滋
欝・鶴

　　　　　　．欝．懸

　　　　　　醸粥；饗．灘

　　　　　　　　　▲蔵王町長

メ鍾も

寒

6鮎’
鼠
、

酵幾蕪蟹畷

　　▲時計は10時すぎ

　
　
．
、
齢

〆

あ
と
32
日
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

市
民
の
み
な
さ
ん
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
　
警
察
官
、
交
通
指
導
隊
員
等
の
指
示

リ
ー
は
あ
と
つ
り
晶
日
に
せ
ま
り
ま
し
た
。
　
に
従
い
「
ゆ
ず
り
含
い
」
と
「
ゆ
と

8
N
J
を
成
功
さ
せ
る
た
め
次
に
よ
　
り
」
を
も
っ
て
、
交
通
の
円
滑
と
安

り
ご
協
力
を
白
石
市
と
白
石
警
察
署
　
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
、
　
　
　
　
　
　
な
お
会
場
へ
の
臨
時
、
、
ハ
ス
が
増
発

釆
る
八
月
二
日
か
ら
八
月
六
日
ま
　
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
願
い
ま
ず
。
．

で
南
蔵
王
山
ろ
く
白
萩
地
内
に
お
い
　
　
事
件
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

て
お
よ
そ
十
万
人
が
集
り
日
本
ジ
ャ
　
　
う

・
、
・
ボ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
期
間
　
　
人
と
車
で
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ

中
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　
れ
ま
す
の
で
次
の
こ
と
に
充
分
注
意

　
　
　
　
　
　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
安
全
が
一
番

　
　
　
　
　
　
　
特
に

交
通
が
相
当
混
雑
し
ま
す
。
ジ
ャ
　
▼
子
ど
も
老
人
の
路
上
へ
の
飛
び
出

ン
ボ
リ
ー
期
間
中
約
一
万
五
、
O
O
O
　
　
し

台
の
車
両
が
行
き
か
い
ま
す
の
で
遠
　
▼
車
の
直
前
直
後
の
横
断

刈
田
街
道
〔
県
道
臼
石
青
根
川
崎
線
）
　
　
　
防
犯
も
忘
れ
な
く

自
遠
道
路
（
県
道
白
石
川
崎
線
）
、
県
　
　
押
売
り
や
盗
難
被
害
も
予
想
さ
れ

道
七
ヶ
宿
自
石
線
は
相
当
の
交
通
の
　
ま
す
の
で
家
庭
な
ど
の
防
犯
に
努
め

混
維
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
現
場
の
　
て
く
だ
さ
い
。

寧憾

ρ』》

　　　　婁

’灘嘘
　妻、誓

藩
．

溜踵『糊■

▲白石市長あいさつ

▼ジャンボリーをひかえ

　ボーイスカウト展も行

　われました。

．磯轍驚、
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市
の
財
政
事
情
や
仕
事
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
で
は
、

毎
年
二
回
「
市
の
財
政
状
況
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
昭
和
五

十
六
年
度
下
半
期
（
昨
年
十
月
一
日
か
ら
今
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
の

状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

出歳

予算現額　77億5，940万2千円

支出済額　67億2，063万3千円

執行率　　86．6％
95．4％　11音9，702万3干円

　　　　　予　算　額

　　　　　執行率‘り

計

58．2％　1億1，231万円

98，7％　1億5，866万8千円

90．5％Il2億1、956万1千円

4億4，639万5干円99．4％

5億4．301万9干円96．9％

5億8，243万婆干円60．4％

11億6．298万1干円85．2％

12億7，358万4千円94，6％

13億4，004万5干円94．4％

17億2，338万2千円77．2％

会

その他

議会費

商工費

消防費

公債費

衛生費

農林水産業費

総務費

教育費

民生費

土木費

五
十
六
年
度

し
ロ
ロ
　
　
、
一
㌧
¶
』
’

O　I　2　3　4　5　6　7　8　9　10111213141516171S19（億1

昭和56年度各会計の予算執行状況　　　1昭和57年3月31日現在

　　　　　（単位1千円）

歳　　　　　出入歳

予算残額支出済額未収人額収入済額調定額
予算現額別計会

329．0851．423．411104．7951．575．5871．680．3821．752．496国民健康保険

86013、92089114．62015．51114、780
白石市簡易

水道事業

174．729160．5220256．511256，511335．251下水道事業

1．16339．3427744〔）．26〔】41．03440．505地方卸売
市場事業

旨05，8371．637．195106，460！．886．9781．993．4382，143．032計

8

般

下
半
期
導
読
イ
ー
場
訓
属

他
び
料
得
金
び
金

　
及
　
取
付
及

の
　
料
数
車
　
金
担

　
用
　
動
交
担

そ
使
手
自
税
分
負

財産収入

地方譲与税

繰越金

諸収入

繰入金

債
　
税

市
　
市

昭和56年度

下半期

入歳

国・県支出金

地方交付税

　　　　　　　1．856万5干円　100％

　　　　6，873万5干円11・・1％旺

　　　　　　8．647万円1・・％［

　　　　　8，696万2干円95・3％［

1億2・・51万6干円1・・2％［

　　1億2・229万3干円1・・％［二

　　　1億4．34・万円1・・％［

1億8，4・2万9干円86、1％［

2億5．284万4干円　0．3％一

予算現額　77億5，940万2千円

収入済額　68億9，489万6千円

収入率　　88．9％

額
殉

算
剰職

　　　　　　　　　　　　　　　　　8億4，960万円　53．3％

　　　　　　　　　　　16億9．883万9干円　104．8％

　　　　　　　　　　　　　　18億3，131万円　85．0％

22徳9，583万9千円　100％

　　（億）　23　　22　　21　　20　　19　　18　　17　　16　　15　　14　　13　　12　　11　　10　　9　　　8　　　7　　　6　　　5　　　4　　　3　　　2　　　1　　　0

昭和56年度一般会計歳出予算　　　　三交と　源合六収　。三緊に中
　　　　　　　　　　　　　　　　　万付’一はわ千入こ匹万　使心に計上した主な事業及び事業費1単位汗円逃梯国方喜サ妻似随；社

苦
し
い
市
の
財
政

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
納
め
て
い

た
だ
く
市
税
は
、
市
の
財
政
運
営
の

中
心
と
な
っ
て
お
り
、
市
が
自
主
的

に
使
え
る
大
切
な
お
金
で
す
。
し
か

し
、
こ
れ
は
十
六
億
九
千
八
百
八
十

三
万
九
千
円
と
歳
入
全
体
の
二
十
一

・
九
崔
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
繰
入
金
・
諸
収
入
・
財
産

収
入
と
か
繰
越
金
な
ど
の
合
計
八
億

六
千
二
百
十
七
万
九
千
円
を
市
税
と

合
わ
せ
る
と
、
市
の
生
み
だ
す
自
主
財

源
は
三
三
二
途
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
依
存
財
源
を
見
て
み
ま
す

と
、
国
か
ら
毎
年
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
は
二
十
二
億
九
千
五
百
八
十

三
万
九
千
円
で
、
市
の
歳
入
全
体
の

中
で
二
九
・
六
■
違
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
譲
与
税
が
一
億

二
干
二
百
二
十
九
万
三
千
円
。
公
共

事
業
そ
の
他
、
国
や
県
か
ら
頼
ま
れ

た
仕
事
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
の
国

・
県
支
出
金
が
十
八
億
三
千
百
三
十

一
万
円
で
二
三
・
六
雀
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
お
金
の
都
合
が
で
き
な
い
分

は
、
地
方
債
を
起
こ
し
て
借
金
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
、
八

億
四
千
九
百
六
十
万
円
で
す
。

結
局
、
市
の
歳
天
の
中
で
六
六
・

九
複
（
前
年
度
六
五
二
麗
）
に
当

た
る
五
十
一
億
九
千
八
百
三
十
八
万

四
千
円
が
国
な
ど
に
頼
っ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

事業費

54，949

45．492

41．475

38．040

35，977

29．107

28，550

25、996

24．557

23．682

事業名

災害復旧
農道整備
市道台帳整備

除雪車購入
越河小学校
水泳プール建設

冷害対策
新町林道開設

市行造林
圃場整備
益岡公園整備

事業費

574・180

498，582

404，647

238，666

74，326

73，581

69，618

69．421

57，456

55．836

　事　業　名

中央公民館建設

土地区画整理

市　道　整　備

公営住宅建設

ろミュニティ
センター建設
大鷹沢保育園建設

橋　梁　整　備

『
日
本 ジャンボリー対策

水田利用再編対策

第二次林業構造改善
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自
石
城
の
跡
地
八
紛
を
地
区
公

園
と
し
て
整
備
す
る
た
め
市
は
益

岡
丘
陵
地
の
西
半
分
を
昭
和
二
十

八
年
度
よ
り
買
収
、
逐
次
運
動
施

設
な
ど
を
増
設
す
る
な
ど
整
備
を

か
さ
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年

と
み
に
緑
地
が
減
退
し
て
き
た
事

に
よ
■
り
、
市
民
の
間
に
も
安
全
で

開
放
的
な
オ
ー
プ
ン
ペ
ー
ス
の
要

望
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
そ
の
要
望
に
応
え
る

た
め
昭
和
五
十
四
年
度
よ
り
芝
生

広
場
や
自
由
広
場
を
主
と
し
た
四

・
五
お
分
の
整
備
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
今
年
度
で
そ
の
骨
格
で
あ
る
敷

地
造
成
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
翌

年
度
継
続
事
業
で
全
面
積
八
衿
分

が
使
用
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

　
園
内
に
は
、
い
た
る
所
に
植
栽

、
繍
麟

　
　
　
　
　
　
ぎ
爵
　
塾

、ご

鼠麟
亀

シ
轟
’難

勤蒐

ぎ

園一緑豊かなまちづくり一整備が着々と
曼撃り岳…家ろ人零云デ遥1国十帝一麟尽測幡』鐘

公岡益

騒饗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

鐙

ζ
纂謬

　
　
　
　
　
　
一
、
ノ
タ

地
や
花
壇
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

周
辺
の
緑
豊
か
な
風
致
に
マ
ッ
チ

し
た
植
栽
を
計
画
し
て
お
り
ま
す

が
、
す
で
に
個
人
や
団
体
の
み
な

さ
ん
か
ら
樹
木
や
草
花
を
多
数
ご

寄
附
い
た
だ
き
、
ま
た
西
益
岡
老

人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
奉
仕
活
動
に
よ

る
園
内
整
備
な
ど
の
協
力
に
よ
り

逐
次
園
内
は
色
彩
を
増
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
樹
木
な
ど
の
寄
附
、

整
備
に
一
役
い
た
だ
き
ま
し
た
市

民
の
み
な
さ
ん
、
西
益
岡
老
人
ク

ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
な
ど
に
よ
り
、
当
市
の
名
所

と
し
て
遜
色
の
な
い
益
岡
公
園
に

育
て
て
い
く
ほ
か
、
緑
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
に
着
寿
と
整
備
．

い
た
し
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
騒
音
な
ど
の
防
止
を

　
最
近
、
飲
食
店
、
喫
茶
店
か
ら
発
一

生
す
る
夜
間
の
カ
ラ
オ
ケ
、
酔
っ
ぱ

ら
い
の
大
声
、
乱
暴
な
ド
ア
の
開
閉

音
な
ど
の
騒
音
に
よ
っ
て
、
付
近
の

住
民
の
方
々
が
大
変
迷
惑
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
騒
音
に
よ
る
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
、
宮
城

県
公
害
防
止
条
例
が
改
正
さ
れ
、
昭

和
五
十
七
年
七
月
一
口
か
ら
深
夜
営
業

騒
音
の
規
制
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
営
業
者
の
方
々

は
今
後
騒
音
の
防
止
に
十
分
注
意
し

営
業
さ
れ
る
よ
う
心
が
け
て
下
さ
い
。

★
音
量
の
制
限
★

　
午
後
十
時
か
ら
翌
日
午
前
六
時
ま

で
は
、
店
か
ら
発
生
す
る
騒
音
が
店

の
敷
地
境
界
線
上
で
、
次
の
音
量
を

越
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

住
居
専
用
地
域
四
〇
ホ
ン
、
住
居
地

域
四
五
ホ
ン
、
近
隣
商
業
地
域
、
商

業
地
域
五
〇
ホ
ン
、
工
業
地
域
五
五

ホ
ン
、
そ
の
他
の
地
域
四
五
ホ
ン

★
音
響
機
器
の
使
用
禁
止
☆

　
午
後
十
　
時
か
ら
翌
日
午
前
六
時

ま
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ジ
ュ
ー
ク
ボ

ッ
ク
ス
、
ス
テ
レ
オ
、
楽
器
、
拡
声

器
等
の
音
響
機
器
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
音
が
外
部
に
も
れ
な
い

店
に
つ
い
て
は
使
用
し
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

＊
利
用
者
の
み
な
さ
ま
へ
＊

◎
む
や
み
に
大
き
な
吉
を
出
さ
な
い

　
よ
う
に
。

◎
み
だ
り
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
あ
げ
な

　
い
よ
う
に
。

◎
騒
音
防
止
の
た
め
営
業
者
の
指
示

　
に
協
力
を
。

★
違
反
し
た
場
合
の
措
置
★

　
も
し
違
反
し
て
営
業
し
た
こ
と
に

よ
り
、
付
近
の
住
民
の
方
々
が
迷
惑

を
受
け
た
場
合
は
、
改
善
勧
告
や
改

善
命
令
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
ま

た
改
善
命
令
に
違
反
し
た
営
業
者
に

は
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
の
で
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
騒
音
レ
ベ
ル
（
ホ
ン
）
（
）
内
は

　
具
体
的
な
例

二
〇
ホ
ン
（
木
の
葉
の
ふ
れ
あ
う
音
）
、

三
〇
ホ
ン
（
柱
時
計
の
振
子
音
、
さ

さ
や
き
声
）
、
四
〇
ホ
ン
（
静
か
な
公

園
、
図
書
館
の
中
）
、
五
〇
ホ
ン
（
普

通
の
事
務
所
の
中
〉
、
六
〇
ホ
ン
（
騒

々
し
い
事
務
所
の
中
）
、
七
〇
ホ
ン
（
電

話
の
べ
る
の
音
）
。

犬
や
猫
を

　
　
　
　
捨
て
な
い
で
ガ

　
犬
や
猫
、
そ
の
他
の
動
物
の
所
有

者
は
、
そ
の
動
物
の
健
康
と
安
全
を

保
持
し
て
愛
情
を
も
っ
て
飼
養
す
る

と
と
も
に
、
生
命
財
産
に
害
を
加
え

ぬ
よ
う
に
、
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
わ
れ
わ
れ
人
間
が
動
物
を
愛
護
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
生
命
を
尊
重
す

る
情
操
の
洒
養
に
な
っ
て
平
和
を
愛

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
犬
や
猫
を
飼
っ
て

い
る
方
で
子
犬
や
子
猫
を
捨
て
る
た

め
に
、
野
良
犬
、
野
良
猫
が
ふ
え
て

い
ま
す
。

　
不
用
の
犬
や
猫
は
保
健
所
に
お
い

て
月
二
回
引
取
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
引
取
日
は
毎
月
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の
で
当

日
午
前
中
に
市
役
所
衛
生
課
に
屈
け

て
下
さ
い
。

　
動
物
を
適
正
に
管
理
し
、
人
の
生

命
や
身
体
の
安
全
を
は
か
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。翻

『
．

一
二

議
撫
響
壱

隠
レ
邑

ノ0

〈国保シリーズ②＞

正しい受診で

明日への

　健康づくり

　
　
あ
な
た
は
医
者
や
病
院
を
転
々
と
㎜

灘
網
暴
婆
叢

灘
警
い
議
拷
盤

㎜
の
国
保
税
が
無
駄
に
使
わ
れ
る
こ
と
閲

罷
灘
纏
鳩
霧
盤

晒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

㎜
睾
え
に
も
つ
な
が
り
ま
す
．
　
㎜
㎜

㎜
明
具
の
健
辱
く
り
は
、
天
㎜

隅
ひ
と
り
責
任
を
も
っ
て
考
え
、
’
日
頃
脚

脚
の
健
康
管
理
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。
㎜

導
量
蚤
睾
i
2
塗
3
ヨ
2
睾
■
…
…
雪
妻
…
…
…
書
記

腎
バ
ン
ク
推
進
に
“
愛
”

腎
臓
移
植
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

㎜
▼
あ
な
た
が
、
い
ま
突
然
ビ
ー
ル
が

　
飲
め
な
く
な
っ
た
ら
…
…
・
…

㎜
▼
あ
な
た
が
、
い
ま
一
日
コ
ッ
プ
一

　
パ
イ
の
水
し
か
飲
め
な
く
な
っ
た

　
h
，
つ
：
・

㎜
▼
ラ
ー
メ
ン
．
果
物
な
ど
大
好
物
が

　
　
一
生
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら
；
…

㎜
▼
一
男
き
に
五
－
六
窩
病
院
で

　
人
工
腎
臓
に
つ
な
が
れ
る
よ
う
に

　
な
っ
た
ら
…
・
…
・
…

　
も
し
今
あ
な
た
が
こ
の
よ
う
に
な

　
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。

　
こ
ん
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
「
腎

不
全
」
患
者
が
、
宮
城
県
で
は
約
八

○
○
人
、
東
北
六
県
で
は
約
四
、
O

O
O
人
、
全
国
で
は
約
五
〇
、
○
O

O
人
い
ま
す
。
四
年
前
の
二
倍
に
な

る
と
い
う
急
増
ぶ
り
で
す
。
そ
の
上

こ
の
数
は
十
年
後
に
は
、
宮
城
県
で

約
一
、
八
○
○
人
、
全
国
で
は
十
二

万
人
ぐ
ら
い
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
腎
不
全
」
の
患
者
た
ち
は
、
目

覚
め
て
い
る
限
り
「
死
の
恐
怖
」
と

闘
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
工
腎
臓

を
や
め
れ
ば
一
週
間
で
確
実
に
死
ぬ

か
ら
で
す
。
人
工
腎
臓
に
よ
る
透
析

は
一
生
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
患
者
の
七
〇
％
は
二
〇

歳
代
～
五
〇
歳
代
で
す
。
十
八
歳
以

下
の
幼
い
患
者
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

成
長
期
の
患
者
に
と
っ
て
腎
臓
移
植

は
患
者
救
済
の
最
良
の
方
法
で
す
。

　
一
方
、
二
〇
歳
代
～
三
〇
歳
代
の

患
者
は
就
職
が
大
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
就
職
難
の
原
因
は
一
日
お
き

の
人
工
透
析
に
よ
る
も
の
で
大
企
業

は
も
ち
ろ
ん
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
結
婚
や
出
産
も
絶
望
的
で
あ
り
ま

す
。

　
「
腎
不
全
」
患
者
を
救
う
唯
一
の

道
は
腎
臓
移
植
で
す
。
ま
た
患
者
の

半
数
は
腎
臓
移
植
を
心
か
ら
希
望
し

て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
四
年
国
会
で

「
腎
移
植
法
」
が
成
立
し
、
法
的
な

障
害
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

肝
心
の
亡
く
な
っ
た
後
に
腎
臓
を
提

供
し
て
く
れ
る
方
々
が
少
な
い
の
で

す
。

　
二
月
現
在
、
宮
城
県
で
九
九
六
人
、

東
北
六
県
で
二
、
二
六
人
、
全
国

で
一
五
、
六
七
三
人
の
方
々
に
腎
臓

提
供
の
登
録
を
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
」
か
し
ピ
ッ
タ
リ
と
適
合
し

た
腎
臓
を
移
植
す
る
た
め
に
は
、
患

者
一
人
あ
た
り
千
人
の
提
供
者
が
必

要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
全
国
の

移
植
希
望
者
約
二
万
人
に
対
し
、
提

供
登
録
者
一
五
、
六
七
三
人
で
は
ま

っ
た
く
足
り
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
患
者
も
こ
の
よ
う
な

腎
提
供
の
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
｝
方
で
、

腎
提
供
の
登
録
を
し
て
下
さ
っ
た
皆

様
の
善
意
に
応
え
る
た
め
ひ
と
り
で

も
多
く
の
失
明
さ
れ
た
方
々
を
救
お

う
と
、
角
膜
移
植
の
た
め
の
献
眼
（
ア

イ
バ
ン
ク
）
登
録
を
全
国
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
方
々
が
死
後
の
腎
臓

提
供
の
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
「
腎

不
全
」
患
者
仁
新
し
い
人
生
を
与
え

下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
な
お
、
腎
臓
提
供
登
録
の
く
わ
し

い
問
い
合
せ
は
、

　
白
石
市
字
桜
小
路
三
〇

　
公
立
刈
田
病
院
透
析
室
内

　
白
石
腎
友
会
　
智
五
－
二
一
四
五

　
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
自
石
腎
友
会
〉

　
公
立
刈
田
病
院
に
あ
る
透
析
室
で
、

人
工
腎
臓
に
ょ
る
透
析
治
療
を
受
け

て
い
る
「
腎
不
全
」
患
者
の
会
。
現

会
員
数
十
六
人
。
自
石
市
十
三
人
、

蔵
王
町
二
人
、
丸
森
町
一
人
。

　
上
部
組
織
と
し
て
全
国
腎
臓
病
患

者
連
絡
協
議
会
（
会
員
三
万
人
）
と

宮
城
県
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
を

も
つ
。
「
腎
バ
ン
ク
推
進
」
に
愛
と

ご
理
解
を
沿
願
い
し
ま
す
。

7月1日～31日「愛の血液助け合い運動」

　献血車いずみ号が次のとおり巡回いたしますので

ご協力願います。

7月6日　11時30～13時　セコム工業

　　　　14時30～16時　白石郵便局

7月20日　9時～10時　　白石消防署

　　　　11時50～13時30　白石ポリテ・ソクス工業

　　　　15時30一ノ16時30　蔵王レース

．
疇死

7

衡
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／
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夏場は血液が不足しがちです。

行楽に行く前にまず献血を。
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．・艦懸欄麟

ポストはどっちかな？学校農園でサツマイモ植え

○一大鷹沢小学校　　i　　　　　　　　　（1〉一オリエンテーリング

近くの畑で大鷹沢小（永　i　ポストをめざして、地図とコンパスを手に歩き、走

匡の総児童206人が青空　i　るオリエンテーリングの大会が6月20日益岡公園で行

・た・異年齢集団（1iなわれました．この大会は今年で3回目．畠当日は晴天

）た七つの班のタテ割り
　　　　．　　　士　　　i　にめぐまれ、小学4年生から6年生までの児童約400
：とのとっとさ、暑んで
ドねらい。2グル＿プに　i人が参加・コー冬は2コースに分かれ・4人が1組と

仕話をしながら、またp　i　なって1分おきづっスタート・各ポストをめざして・

カけにより慣れない手つ　1一目散に走るちびっ子たちも、．木かげで一休み汗をふ

診流しました。　　　　i　きながら、’ポストはどっちかな？。スポーツを通じて

珪さんと一緒に収穫まつ　i　自然との触れ合いを深めていました。

鼠ン■㌧x　x翼員ススx」NX　xx》rくXXXXン■く＞■くり冷供XXノ咲×一P図》回く＞”く一

ノ2

繭
』

　　　　　　　　　　　　　　鰻

▲電話・電力施設の応急復旧訓練

雛3

～

．
執

葉
、
’

W
n

　晴天になった6月11日、学校近くの畑で大鷹沢小（永

井忠雄校長）の1年生～6年生の総児童206人が青空

のもとサツマイモ苗を植えました。　異年齢集団（1

年生から6年生までの入り混った七つの班のタテ割り

グループ）活動のなかで働くことのとうとさ、喜んで

仕事をする児童を育成するのがねらい・2グループに

分かれ、上級生は、下級生の世話をしながら、またP

T　Aのお父さんお母さんの手助けにより慣れない手つ

・きでサツマィモの苗植えに汗を流しました。

　秋にはP　TAのお父さんお母さんと一緒に収穫まつ

りを行うとのことです。

　　寿山団地で主訓練
　　　　　　　　　　　⊂〉一一総合防災訓練

鐙
‘

聾ワ

▼避難した寿山住民

　
　
　
　
　
　
「
県
民
防
災
の
日
」
で
あ
る
六
月
十

　
　
　
　
　
二
日
、
午
前
九
時
三
十
分
の
サ
イ
レ
ン

　
　
　
　
　
を
合
図
に
、
県
下
一
斉
に
総
合
防
災
訓

　
　
　
練
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
鄙
　
臼
石
で
は
、
市
内
三
十
四
の
小
・
中

員
練
災
学
校
・
幼
稚
園
保
育
園
で
行
わ
れ
、

㎜
明
防
特
に
寿
山
団
地
を
重
点
と
し
て
住
民
の

x
副
合
　
　
　
　
　
翫

▼レンジャー部隊の救出訓練

國墜難懲鮎

醸

舞

粉
ズ

　」
セド

逼

、
　
パ

　
　
　
　
　
　
撫
．
ゲ
．
腕
、
，
イ
、
遷

避
難
、
消
防
団
や
消
防
署
に
よ
る
消

火
、
救
助
、
電
力
、
電
話
の
断
線
復
旧
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
炊
き
出
し
、
交
通

指
導
隊
員
に
よ
る
交
通
の
規
制
な
ど
本

番
さ
な
が
ら
の
訓
練
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
約
八
千
人
が
参
加
。

ぞ5響

難
　、、

が
b
㌶
墾

社会の共通経費

禰
徽譜、

一

　税金は
このように

便われます

　
税
金
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
国
や
地
方

公
共
団
体
が
必
要
と
す
る
大
切
な
財

源
で
す
。
と
言
っ
て
も
、
ど
の
よ
う

に
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
か
か
わ
っ

て
い
る
か
は
、
な
か
な
か
分
か
り
に

く
い
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
国
の
昭
和
五
十
七
年
度

の
一
般
会
計
予
算
で
、
税
金
千
円
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
が
納

め
た
税
金
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た

と
き
に
軽
い
負
担
で
十
分
な
治
療
が

受
け
ら
れ
た
り
、
道
路
や
港
の
整
備
、

学
校
の
校
舎
建
設
、
教
材
費
へ
の
補

助
な
ど
と
い
う
か
た
ち
で
、
わ
た
し

た
ち
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
剛

　
わ
た
し
た
ち
が
、
よ
り
豊
か
な
社

会
生
活
を
望
む
と
き
、
税
金
は
わ
た

し
た
ち
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
社
会
共
通
の
経
費
と
言
え
る
で

し
よ
レ
フ
o

勧纏　　　纈工000月の使われ加≧

白石市

考

昭和57年6月1日

備

　　　調査日

対前，月価格比

のり子さん
　　　（大平）

佐久間

0
9
、
合
び
き
肉
百
9
、
た
ま
ね
ぎ

1
個
、
に
ん
じ
ん
1
本
、
卵
1
個
、

パ
ン
粉
カ
ッ
プ
一
杯
、
コ
シ
ョ
ウ
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、

油
。【

作
り
方
】

①
ひ
き
肉
に
大
豆
と
た
ま
ね
ぎ
の
み

　
じ
ん
切
り
を
入
れ
油
で
い
た
め
る
。

　
入
れ
パ
ン
粉
に
水
分
を
あ
た
え
そ

　
れ
を
よ
く
ま
ぜ
合
せ
る
。

④
ピ
ー
マ
ン
は
二
つ
に
割
り
、
椎
茸

　
は
い
し
ず
き
を
と
り
そ
れ
仁
片
栗

　
粉
を
ま
ぶ
し
そ
の
中
に
③
を
つ
め
、

　
油
で
あ
げ
る
。
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
ケ

　
チ
ャ
ッ
プ
を
ま
ぜ
合
せ
た
の
を
か

　
け
る
。

一調査結果消費生

上昇品目：小麦粉、食ベン、

　火丁ミ由、ノ｛ター、カレーライ

　スo
下降品目：砂糖、しょう油、

　天ぷら油、牛乳、ラッフ ，

横ぱい品目：マーガリン、テ

　ィッシュペーバー、理髪料、

　ブロバンガス、バーマネン

　ト料。

△1．べ

△1，6

△0．4

　2，5

　2｛2

　0

△1．3

　1．8

　0

△3．1

　0．4

　0

　5、6

　0

　0

　　　　「II

　291

　436

　562

　198

　135

　190

　233

　339
　　141

　　194

1614

5，027

　　392

1，278

4．985

平均薩

　　287凹

　　429

　　560

　　203

　　138

　　190

　　230

　　345

　　141

　　　188

1，621

5，027

　　414

1、278

4．985

最低値
　　　　　「II
　　270

　　260

　　530

　　175

　　130

　　148

　　208

　　275

　　135

　　120

1，580

4，800

　　400

1，200

4．500

最高値
　　　　　「II
　　300

　　525

　　600

、220

　　140

　　215

　　260

　　378

　　150

　　248

1，650

5，200

　　450

1，300

5、400

　銘柄・規格
上　白　糖　　　1kg

本醸造（ビ報謂

1，6509　　（1．82）

薄力　粉　　　1kg

並　　食　　1　斤

カルトン入り　　225g

紙容器入り　1，000αc

カルトン入り　　2259

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm・長さ20m

l訂　　　（配達料込み）

　　　　10㎡

並　　　一　　　皿

小学生調髪｛洗髪を含む）

コー　，レ　ト　　‘　シ　ヨー　1・　ノノ　ノ

ト）及ひ七！トを含ず、・

　品　　名

玉．砂　　糖

2．しょう油

3．天ぷら油

4，小麦粉
鍬食パン
6。マーガリン

7．牛　　乳

8．バ　タ　ー
9．ティッシュベーバー

玉0．ラ　ツ　プ

11．灯　　油
12。プロノぐンガス

13。カレーライス

14，理髪料
15．バーマネント料
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　　　民場

保
育
園
・
児
童
館

白
中
を
修
繕
奉
仕

』
市
。

：
登
届

今
年
で
四
回
の
奉
仕
作
業
を
行
っ
た
自
石
建
設
職
青
年
会
（
会
長

平
間
正
一
さ
ん
会
員
五
十
名

業
高
等
訓
練
校
内
）
1
1
。

［
噸

繋
、
、
瀞

）
の
み
な
さ
ん
1
1
（
後
小
路
、
自
石
職

　
　
　
　
噛
　
　
　
　
－
藩

　
　
灘
簾

白
石
建
設
職
青
年
会

　
　
　
　
　
の
み
な
さ
ん

蔀
昌
戴
奮
国

消
、

峨
、
噛

　
六
月
二
〇
日
㈲
、
午
前
八
時
に
訓

練
校
に
集
合
し
た
大
工
さ
ん
、
佐
官

や
さ
ん
、
畳
や
さ
ん
な
ど
の
白
石
建

設
職
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
二
十
人
が
、

　
今
年
行
っ
た
修
繕
場
所
は
、
九
つ

の
保
育
園
（
東
西
南
北
四
園
、
越
河
、

大
鷹
沢
、
白
川
、
深
谷
、
小
原
保
育

中
学
校
で
、
二
、
三
ヵ
所
を
掛
け
持

ち
で
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
．
、
お
も
な

修
繕
箇
所
は
、
ド
ア
の
と
っ
て
や
戸

レ
ー
ル
、
戸
車
、
網
戸
、
床
、
柵
、
遊

具
な
ど
で
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
修
繕

い
た
し
腕
の
さ
え
を
見
せ
ま
し
た
。

　
平
間
さ
ん
ら
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
年

に
一
度
は
奉
仕
作
業
を
実
施
い
た
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

仕
事
の
あ
い
間
を
さ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
，

し
て
お
い
た
保
育
園
な
ど
の
修
繕
を
畷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

行
う
た
め
、
刻
ん
だ
材
料
を
す
ば
や
雌

く
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
る
と
二
、
三
人
慨

づ
つ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
奉
仕
作
業
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
硬

ヘ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
。

園
）
と
二
つ
の
児
童
館
ワ
て
れ
に
自
石
p
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
旨
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民
的
大
行
事
で
あ
る
第
八
回
日
本
・

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
蔵
王
山
麓
の
広

大
な
高
原
の
一
角
、
自
萩
地
区
で

行
わ
れ
る
。
臼
萩
と
い
、
う
の
は
名

の
通
り
白
い
萩
が
咲
き
乱
れ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
つ
い
た
地
名
。
こ

の
地
区
の
そ
ば
の
三
住
も
古
い
集

落
で
あ
る
。
大
昔
か
ら
三
軒
の
住

居
が
あ
っ
た
の
で

つ
い
た
と
い
う
説
、

ア
イ
ヌ
語
の
ミ
シ

ム
（
淋
し
い
と
い

う
意
味
）
が
三
住

に
な
っ
た
と
い
う

説
な
ど
。
い
ろ
い

ろ
あ
る
。
三
住
の

隣
り
地
区
に
巻
平

と
い
う
字
名
が
あ

る
。
こ
れ
は
牧
平

で
狩
猟
場
の
こ
と
。

三
住
や
巻
平
は
藩

地名アレコレ

ほ
っ
て
あ
る
。
こ
れ
は
動
物
供
「
養

碑
で
い
か
に
多
く
の
鹿
が
い
た
か

を
物
語
る
記
念
碑
で
あ
る
。
五
郎

代
の
ご
ろ
う
は
ま
た
ぎ
へ
猟
師
）

言
葉
で
岩
の
ご
ろ
ご
ろ
し
た
場
所

を
い
う
。
こ
の
高
原
を
流
れ
下
る

谷
川
が
金
成
沢
と
垂
清
川
で
と
も

に
自
石
川
に
合
流
す
る
。
金
成
は

神
鳴
で
雷
の
よ
う
に
音
を
立
て
て

　
　
　
　
　
　
流
れ
る
沢
、
垂
清

　　　⑮
ジャンボリーが行われる

　周辺の地名

の
狩
場
で
天
和
四
年
（
一
六
八
四
）

伊
達
綱
村
が
催
し
た
鹿
狩
の
時
な

ど
は
片
倉
家
は
一
、
三
〇
〇
人
を
出

動
さ
せ
大
巻
狩
を
し
て
約
五
百
頭

の
獲
物
を
得
た
。
五
代
将
軍
綱
吉

し
コ
コ
つ
る
い
　
あ
わ
れ

の
生
類
憐
み
令
で
巻
狩
も
中
断
し

た
が
江
戸
後
期
に
は
ま
た
こ
こ
で

藩
の
大
巻
狩
が
よ
く
行
わ
れ
た
。

巻
平
南
の
五
郎
偲
山
に
一
つ
の
古

碑
が
あ
り
、
　
「
鹿
二
千
供
養
」
と

ゆ億．．∫．，1五継乱．．、薫．．黙、講∴灘

は
平
素
水
は
少
い

が
出
水
す
る
と
滝

の
よ
う
に
流
れ
る

谷
川
の
意
昧
。
い

か
に
も
高
山
の
谷

川
ら
し
い
。
こ
の

附
近
に
河
童
屋
敷

と
い
う
面
白
い
地

名
も
あ
る
。
こ
の

河
童
は
水
中
の
怪

物
で
は
な
い
ら
し

い
。
東
北
の
古
語

に
牛
馬
の
放
牧
地
、
柴
刈
地
を
か

っ
ぱ
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
つ
い
た

地
名
の
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
こ
の

高
原
に
狼
や
鹿
・
猪
と
い
っ
た
野

獣
の
姿
は
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

少
年
達
の
活
動
の
舞
台
に
な
っ
た
。

ま
こ
と
に
時
代
の
変
化
を
し
み
じ

み
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

代
っ
て
は
つ
ら
つ
と
し
た
全
国
の
卵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
乳

ノ4

イ
ド
ル

　～イ、一　　　　～　　　も　　唱〉噛一一一～ヤー’
，
家

　
　
　
　
げ

　
　
　
へ
　
　
　
ず

　
　
　
賜
、
、
至

　
　
　
　
丁
　
戸

　
　
　
　
一

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
げ

　
　
　
　
ア

　
　
　
　
抵

わが　　　市
歌

曽民壇

　
鼎
’
∫
』

，
蜜

鶏徳大祐ちゃん（福岡蔵本

　幸一さん、幸子さんの長男

パパからひとこと

ミ大きくたくましく育ってぽし

纐趣、
鵠
舞
亀
，

鐡
　
　
誓
翔

　
　
’

盤
、 、

．

議鞍難縣

「林の中」　高野和広（福岡小5年）

しのわた

勿暫曽勿

贈跨之・　　

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

川
股
兵
三
選

雨
止
み
て
う
す
陽
も
れ
来
し
荒
畑
に
番
ひ
の
推
子
は

二
声
鳴
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

暮
れ
な
ず
む
青
田
の
面
に
赤
々
と
染
め
つ
つ
入
り
ゆ

く
峡
の
夕
陽
は
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

歌
あ
り
て
幸
せ
な
り
と
明
け
く
れ
る
し
き
り
に
野
山

恋
つ
つ
を
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

手
を
組
み
て
菜
の
花
の
道
あ
ゆ
み
た
る
想
い
出
遠
し

君
の
忌
め
ぐ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

い
た
だ
き
し
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
新
芽
出
て
楽
し
み
な

が
ら
朝
ご
と
眺
む
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

二
輪
草
の
い
と
し
き
花
を
束
ね
持
ち
友
は
見
舞
い
来

る
病
み
居
る
吾
れ
を
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

　
　
　
名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

　
　
　
係
（
臼
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

　
氏
　
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

霧
雨
に
ぬ
れ
て
色
濃
き
ア
ザ
レ
ア
の
赤
き
に
和
む
一

人
座
し
り
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

人
が
皆
羨
し
く
見
え
し
瞬
間
の
心
ゆ
れ
来
る
わ
れ
を

責
め
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
歌
子

神
苑
の
昼
は
ひ
そ
け
く
老
木
の
枝
垂
桜
の
散
る
も
わ

び
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

勤
め
終
へ
帰
る
伜
を
待
ち
佗
び
て
コ
ッ
プ
に
冷
酒
一

人
汲
み
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

草
茂
る
根
元
探
ぐ
り
て
わ
ら
び
摘
む
汗
な
が
れ
き
て

刺
の
傷
痛
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
要
二

初
咲
き
の
ア
イ
リ
ス
の
花
を
朝
露
に
ぬ
れ
つ
つ
採
り

て
亡
姑
に
供
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
子

せ
わ
し
げ
に
巣
づ
く
り
に
励
む
雀
ら
を
い
と
お
し
く

見
る
職
退
き
し
わ
れ
　
　
　
　
　
　
八
島
　
正
四

川
べ
り
の
桜
散
り
つ
つ
流
れ
ゆ
く
亡
き
夫
偲
び
し
ば

し
見
て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
半
沢
み
よ
し

就
職
の
娘
は
久
々
に
帰
り
来
る
マ
イ
カ
ー
の
音
聞
き

て
安
堵
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
ま
さ

※
七
月
例
会
は
七
月
二
十
四
巳
uゆ
一
時
よ
り
図
書
館

　
で
行
い
ま
す
。

側
，
劇
蟹
園
、
　

紫
の
大
根
の
花
黄
蝶
舞
ふ
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

蔵
王
雪
ほ
つ
ほ
つ
と
け
て
万
緑
に
　
　
高
子
　
右
子

夕
雲
を
水
田
に
映
し
暮
れ
に
け
り
　
　
佐
藤
　
周
子

あ
り
し
日
の
母
の
好
み
し
し
や
が
の
花
太
田
　
敏
子

尻
か
ら
げ
登
り
く
る
人
花
の
山

掘
り
た
て
の
筍
と
聞
き
買
い
に
け
り

春
深
し
あ
く
ま
で
黒
き
ひ
よ
こ
の
目

雪
の
あ
る
蔵
王
連
山
春
が
す
み

山
吹
と
片
栗
の
咲
く
谷
あ
か
り

滝
お
ち
て
山
吹
の
色
際
立
ち
し

雪
解
け
て
ゐ
て
朝
夕
の
山
親
し

母
の
家
古
り
て
久
し
や
松
の
花

朝
明
け
て
小
雨
明
り
の
柿
若
葉

新
築
の
記
念
ど
う
だ
ん
咲
き
に
け
り

山
桜
白
石
の
風
ま
だ
寒
し

※
七
月
例
会
は
休
会
に
な
り
ま
す
。

久
須
見
南
斗

水川赤鈴鈴
野村柄木木

淑静吉民い
子恵治子く

鈴
木
と
み
じ

青
木
　
良
子

遠
藤
　
省
三

勅
使
瓦
令
造

佐
藤
　
善
夫
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■NHKのど自慢
　NHKと臼石市の主催で東北新

幹線開業を記念して「N　H　Kのど

自慢」を行います。ふるって申込

みください。

1〉期日　8月15日（日）午後1時

　開演

＞会場　白石市民会館

〉ゲスト　山本譲二、牧村三枝子

レ司会　　金子辰雄アナウンサー

〉出場の申込み

　歌う曲目、住所、氏名、年齢、

　職業を往復はがきに書いて申込

　むこと。ただし中学卒業以上の

　方にかぎります。　（先着300名

　でしめきり〉

〉観覧の申込み

　往復はがきに（1枚1名）住所、

　氏名それに窺監籍皇と明記して

　申込んでください。

※レめきりは7月31日（土）、応募

多数の場合は抽選。

〉申込み先

　〒980

　仙台市錦町一丁目11－1

　N　H　K仙台放送局「のど自慢」係

　までどうぞ。

■緑ケ丘宅地分譲

　　　購入希望者募集
　宮城県住宅供給公社では、寿山

団地（緑ヶ丘地内）宅地分譲の希

望者を次のとおり募集します。

〉団地名　臼石寿山第4団地

〉所在地　自石市緑ヶ丘地内．

〉募隻数　115区画

＞1区画当りの面積

　167。31mz～333．62㎡

〉1区画当りの価格

　3，830，000円～7，690，000円

〉申込み期間　昭和57年4月～昭

　和58年3月（ただし、日曜・祭

　日と土曜日の午後は除く）

レ申込み場所と用紙配布先

　臼石市役所建設課住宅係または

宮城県住宅供給公社（a仙台61

　－6161）までどうぞ。

個し
■片倉家秘宝展
　東北新幹線開業記念事業の一つ

として市と白石市観光協会では、

めったに見られない甲冑屏風など

片倉家の資料を多数展示いたしま

すのでぜひごらんください。

レ期間　6月23日から7月18日ま

　で午前10時より午後4時…30分ま

　で展示します。

〉場所　中央公民館

’鑑P”灘’1鯵最蝉”　　副澄a慰幣

灘覇澗．魂

、
■第5回白石市民吹奏楽団

　　　定期演奏会
　自石市民吹奏楽団の定期演奏会

は、今年で5年目をむかえ開催さ

れます。市民のみなさんにすばら

しいメロディーとハーモニーをお

届けしますのでふるってご鑑賞く

ださい。

〉期日　7月25日（日）開場12時

　30分、開演1時

レ場所　中央公民館

　　　　　　　　剛竃㎝「
一夏休み子ども映画会一

〉期日　7月27日（火）

　　　　午前10時～11時30分

》場所　図書館文化室

レ映写フィルム

○ニルスのふしぎな旅（がちょう

　にのって）ほか

　防ごう非行
　　　助けよう立ち直り
一社会を明るくする運動一

　7月1日～31日
　今や少年非行は戦後第3の、し

かも最大のピークを迎えています。

　例えば、昨年1年間に殺人・暴

行・詐欺・窃盗などの罪を犯した

主要刑法犯少年は、242，729人を

数え、これまで最高だった日召和39

年の195，269人をはるかに上回っ

ています。つまり、1日当り665

人もの少年が主要刑法犯で検挙さ

れているのです。また、最近の少

年非行の特徴として、低年齢層の

少年による非行の増加や非行がご

く普通の家庭の少年にまで広がっ

てきていることも見過ごせません

（法務省調べ）。

　7月は「社会を明るくする運動」

月間です。これら次代を祖う少年

たちを非行から守り、更生の手助

けをすることは、家庭・学校・職

場はもとより、地域住民一人ひと

りが協力し取り組まなければなら

ない大切な問題です。こうしたこ

とから、今年の運動の重点目標は、

「地域活動の推進による少年の非

行防止と更生の援助」に置かれま

した。わたしたち皆で力を含わせ、

犯罪のない明るい社会をつくりま

しょう。

　　　　　　　　　　　　　　　，

■「青少年健全育成

　　　　　　推進大会」を

　7月は「青少年を非行からま

もる全国強調月間」です。青少年

のための白石市民会議などの主催

で、次のとおり青少年健全育成推

進大会を開催いたしますので市民

の多数のご参加をお願いします。

〉期日　7月12日（月）午後1時30分

〉会場　中央公民館

〉講演　　ミ最近の非行・犯罪の背

　後にあるもの≧

　講師　宮城刑務所分類審議室長

　　　　法務技官　斎藤俊一氏

公民館だより

躍高山植物観察会
　二の機会に南蔵王の高山植物を

径見尋ミして高山lr直牛勿に関する知頃哉と

高めませんか。山の好きな方、植

物に興味のある方はぜひ二の観察

会にご参加くださいウ

レ期日　7月18印印　雨天中止

〉観察場所　蔵王費磧、駒草平旧

　　　　　登山道

レ講師　蔵王自然保護協会

　　　上野雄規氏、鈴柔六一郎氏

〉集合場所・時問　中央公民館

　　　　　午前8峙50分
慶募集人員　40名（定員になりし

　だい締め切ります。）

〉会費　500円
〉申込先　中央公民館溶6－2453

　または4－5377へ申ゴムみ1ださ

　い⊂

■オハイオ国際親善合唱
　　　団演奏会
　アノリカオヘfオ州の市民含唱団

7r｝名による国際親善友好を兼ねた演

奏会が次のとおぴ）開催されます。

当日は地元の参加者も予定してお

ぴ）ます。市民多数のご来場をお願

いします。なお当日は、混稚が予

想されることから入場券を発行い

たします。

〉期日　7月22日（木1午後6時30分

レ場所　中央公民館大ホール

、天場券大へ500円

　　　　　小入300円

入場参は、7月5日より市教育委員

会社会教育課で発売1，、たします、

鷺「おかあさんの勉強室1

　　のつどい
　いま家庭についてもとめられて

いるものは何なのか、みんなで家

庭教育にっいて考えてみませんか、

二んなテーマでテレビ利用による

学習をすすめていきます、

〉主催　白石市教育委員会、N　H

　K仙台放送局、仙南地域広域行

　政事務組合視聴覚教材センター

レ期日　7月13日1火1午後1時30分

レ場所　中央公民館大ホール

レ対象　社会教育関係者（P　T　A、

　婦人団体等）家庭教育学級生、

　学校教育関係者（小、中学校、

　幼稚園、保育園教職員と父母等〉

レ講師　国立仙台病院精神科医長

　　　　　　　白橋宏一郎先生

　N　H　K仙台放送局主査

　　　　　　　橋本　京子先生

〉申込み　自石市教育委員会社会

　教育課費5－2111（内線4

　1Dへお申込みください。

■白石市健康まつり球技大会

　広くスポーツに親しみ体力の増

進と明るく豊かな市民生活をめざ

すQ

〉期日　7月11日（日）午前8時20分

　選手集合、8時30分開会

レ会場　自石中学校

レ種目　家庭バレーボールならび

　にソフトボール

　　図書館
　夏季開館時間を延長いたします。

》期　問　7月26日1月）～8月12日〔木）

レ時間　午前9時～午後6時
レ休館日　毎週日07円、月末

翻親子体力つくり旬間
　市民のみなさん親子体力つくり

は、親と子のふれあ1、、を高めるば

かりではなく地域社会の発展をめ

ざし、だれにでもできる手軽な運

動として広く家庭に普及し市民総

参加の体力つ1り運動の推進をは

かることを目的としています。ぜ

ひ参加しましょう。

レ主催　自石市子ども会育成会、

　白石市体育協会、白石市公民館

　白石市教育委員会

レ会場　地区単位子ども会ごとの

　　　　広場

〉期問　7月21日から7月31日ま

　で毎朝6時30分より30分程度

〉対象者　一般市民

　くわしいことは、地区子ども会

　育成会、公民館、地区体育指導

　員にお問い合せください。

移動図書館こまくさ号

7月巡回日程表

受
口

－O

9

12

14

16

19

23

26

28

午　前

福岡長袋田子屋敷

鎌先温泉

傑山寺門前一はげ山

アツギナイロン社
宅一中河原

緑ヶ丘（市営ア・｛
・一ト、市営住宅、

県営アパート）

越河郵便局前一越
河駅前

設建斉

午　後

福岡深谷三本木

不忘学園一杉浦製

　　　f乍所前

観音崎注宅

田町一国鉄アパート

福岡蔵本（滝下一
不忘荘）

鷹巣蛭賀屋敷
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§　　　蔽』洪欄勘

．穰騰編鰹雛難

焼　　　悪．

舞

脳彫
獄ダ航’

・市役所の所在地

白石市字桜」路35

予989－02　『奮5－r2111（代表）

画畦歪）
　障害者になったときに

　　受ける年金は

　ご存知ですか、国民年金には将

来に受ける老齢年金ばかりでなく、

不慮の事故などで障害者となった

時に受けられる、障害年金もある

ということを！

　これは、国民年金に加入してい

る澗に、病気やけがによって障害

者になった時、国民年金法に定め

られた要件を満たしていれば、障

害の程度が良くなるまで、生涯そ

の年金を受けることが出来るとい

うものです。それには、保険料を

未納にしておかないことが条件と

なります。

　このほか母子年金や遺児年金な

ど他の年金もあります。次の表の

いずれかに該当するようになった

場合には、すぐに市役所市民課国

民年金係または各出張所・分室へ

ご連絡ください。

　保険料は忘れずに納めましょう

　国民年金に加入されている皆さ

ん。保険料の納め忘れはありませ

んか。もう一度、納期限を確かめ

ましょう。

　万一、納め忘れた方は、二年前

までの分であれば社会保険事務所

に納付できるという道も開かれて

いますので、以前の保険料につい

ても確かめてみ’てください。

　保険料の未納が続きますと、後

で納めにくくなるばかりでなく、

思わぬ事故で受けられるはずの年

金や、将来の老齢年金さえも受け

られなくなることがありますので、

忘れずに納期限まで納めましょう。

年金が受けられるとき

65歳になったとき （本人に支給）

病気やけがで障害者になったとき　（本人に支給）

夫が死亡して母子家庭となったとき　　（妻に支給）

父、祖父又は息子の死亡で、祖母が孫を、姉が弟妹

を抱える状態になったとき

　　　　　　　　　　　　　（祖母又は姉に支給）

父母と死別して孤児になったとき （子に支給）

老齢年金を受ける資格のある夫と死別したとき

　　　　　　　　　　　　　　　　　（妻に支給）

年金の種類

老齢隼金
通算老齢年金

障害年金

母子年金

準母子年金

遺児年金

寡婦年金

19

（福　祉）
　家庭奉仕員呼一ムヘルハー

　　　派’遣希望の方へ

　老入・心身に障害のある方の家

庭に対し，市ではホームヘルパー

派遣事業を行っています。その業

務内容は次のとおりです。

〉お年寄りの家庭に

　65歳以上で、身寄りのない老人

や老衰などのため日常の生活に不

自由されている世帯を訪れ、家事・

介護・生活の相談にあたります。

〉心身障害児家庭に

　重度の心身障害のため独立して

日常生活をするのに著しい障害が

ある心身障害児の家庭に対し、日

常の世話を行います。

〉障害者家庭に

　重度の障害のため独立して日常

生活を営むのに著しく支障のある

障害者のいる家庭に対し、日常の

世話を行います。

※ホームヘルパーの派遣を希望さ

れる方は、社会福祉事務所福祉係

（内線139）までどうぞ。

　福祉手当を
　　　　ご存知ですか
　精神または、身体に重度の障害

があるため、ふだんの生活で常に

介護を必要とする状態にある方の

ために支給される制度です。

＜受給要件＞①身体障害者手帳1

級の全部および2級の一部　②療

育手帳Aの一部　③特別児童扶養

手当および障害福祉年金の受給者

の一部④その他寝たきり老人

なで常時介護を必要とする重度障

害者

　ただし障害福祉年金以外の障害

を事由とする公的年金を受けてい

る場合は、手当は支給されません。

また、所得による制限があります。

該当する方は福祉事務所福祉係

（内線139）までどうぞ。

たすね人　　　1

　戦中東満地区303部隊に所属し

その後シベリアに3ヶ年抑留され

た、元山形県真室川出身の佐藤斉

さんが同一行動した山田さん（名

は不詳）を捜しています。心当り

の方は、市社会福祉事務所社会係

（内線147）までご連絡ください。

一山田さんに関すること一

　白石市生まれ、昭和20年5月在

満の現地で召集された頃の年令お

よそ35～36歳ぐらいで、白系ロシ

ア人、入植者の指導員をしていた。

〉依頼人　住所　茨城県水海道市

　菅生町3708

　（盈02972－7－3712）

　氏名　佐藤斉

　たすね人　　　2

　戦前満鉄社員の小野耕生さん

（現在の年令およそ70歳）を福島

県いわき市在住の吉成みよさんが

捜しています。心当りの方は市社

会福祉事務所社会係（内線147）

までご連絡ください。

一小野耕生さんに関すること一

　引き揚げ前の住所は満州国牡丹

江市西聖林街43　満鉄社宅、職業

満鉄社員、氏名小野耕生さん、妻

トヨさん、子どもは男と女の子が

いた。

〉依頼人　住所　福島県いわき市

　山田町遠木22、氏名　吉成みよ

　八宮荘で入浴サーヒスを

　市では、老人福祉在宅援護の一

環として昭和50年4月1日より家

庭において入浴することが困難な

寝たきり老人に対し移動入浴車派

遣事業を実施しております。特に、

道路または家庭の状況により入浴

車を派遣することができない方で

入浴サービスを受けたい方は、次

の方法により八宮荘で入浴サービ

スを受けることができます。

①家庭に入浴移送車（特別養護老

人ホーム八宮荘所有）の派遣を依

頼し八宮荘へ移送のうえ入浴サー

ビスを受ける。

②家族の自家用車にて八宮荘で入

浴サービスを受ける。

※希望される方は、社会福祉事務

所福祉係（内線139）まで申請し

てくださいb

　▼入浴移送車
　　　獄り一　’　一　　療斜静

臼I Ir噂・1圃 ”露DOI I”ト・61！ll咀i ”巳llI

官公庁だより
l 個 咽1国　9 馴 顧　111謹 I1用1・I 電1111曾Ill

白石電報電話局では、学校、職

場または町内会（婦人子供会）を

対象として、電話のじようずな使

い方やエチケットにっいての電話

教室を準備しております。ぜひご

利用ください。くわしくは白石電

報電話局電話運用課奮5－2500ま

でお間い合せください。

ダイヤルはメモを見ながら正確に

かけて損、受けて迷惑、間違い電話

お話中ミ三分｝待ってもう一度

ヒ懸無．
　東北郵政局では、はがきで選ぶ

東北観光地60景の観光地名を募集

していますのでふるってご応募く

ださい。

》応募方法　ハガキに観光地名1

　箇所と、あなたの氏名、住所、年

　齢を記入の上お出しください。

　なお、できれば30字位でまとめ

　た推薦のことばをお願いします。

レあて先　〒980

　仙台市一番町一丁目1－34

　東北郵政局内

　はがきで選ぶ東北観光地60景係

〉募集期間　昭和57年6月15日～

　昭和57年7月23日（当日消印有

　効）

〉賞　抽選で300名様に景品を贈

　ります。切手帳など

〉発表　選定された「60」景は

　8月上旬に郵便局の窓口に掲示

　します。入賞者の発表は、賞品

　の発送をもってかえさせていた

　だきます。

r市町村交通事故防止コンクール実施中」
　6目1日より8月31日までの3ヵ月間県民総参加に

よる市町村交通事故防止コンクー，レを実施中です。特

に次の事項に重点をおいて、市でも事故防止を推進い

たしますので、市民の皆様も交通事故には、充分注意

して下さい。また市においては、第8回日本ジャンボ

リーが8月2日～6日まで開催されることから交通混

雑が予想されますので家族ぐるみで交通事故防止を推

進して下さい。　　　　　　　　　　　　　　i

1．歩行者、特に子供と老人の飛び出し事故の防止。　1
2，二輪車および百転車利用車の事故防止。　　　　　1

3．無謀運転、特に飲酒運転と速度超過による事故の　ど

　　防止。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
4．夏休み中の子供の交通事故防止。　　　　　　　　1

5．シートベルト、ヘルメット着用の推進。
　　　　　》一　　　　一、一了 一．、一［．’「、＿，一　、ーノ
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軽勲そ鷺慰 休日急患当番医

　弥治郎系と遠刈田系が仲良く

　去る17日白石電報電話局は、新

幹線駅前広場に同駅の誕生を記念

して、こけしの電話ボックスを据

え付けました。公衆電話ボソクス

まで含めた高さが5．3mあり、頭

のこけし1．2m、こけしの部分は

3mのグラスファイバー製で総額

28Q万円で設置いたしました。

畿難翻、1講鞭

　大声の声援に熱戦を展開

　暗天になった6月20日、恒例の

大鷹沢地区民球技大会が行われま

した。ソフトボールは5区チーム、

家庭バレーボールは10区チームが

それぞれ優勝、今年で6回目の同

大会のねらいは地区民の親睦と体

力の向上をめざしたもの。

月　日

7／4

11

18

25

8／1

内 科

笹医院（5〉2410・

加藤（司）医院15）2001

引地医院（5）2036

柿崎医院（5）2210

亘理医院（5）8501

外 斗不

刈田病院（5）2145

銭谷医院（5）2010

宮城医院（5）2062

刈田病院（5）2145

加藤（大）医院（5）4701

白石市斎川新県民生活運動協議会

が去る6月10日に発足

　同会では、明るく住みよい地域

社会をつくりあげる運動として、

　病気見舞のお返しは、廃

　止礼状のみとし、実施時

　期は7月1日に決定しま

　した。

※都合により変更になる場合もあります。

目オ 談
相談区分

人権擁護

相　　談

行政相談

生活相談

者
介

　
刀
ロ

齢
．
軍

　
業

高
職

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活

相　　談

補聴器
巡　　回

サービス

婦人相談

無料法律

相　　談

相談日

15

15

15

5・26

6・20
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7月と8月

　15
毎週月・火・

　水・木・金

リオン8・29

トリオ　13

ニホン　16

！5

15

間出
呼

日

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

10：00～

　14：00

9：30～

　15：00

場　　所

白石市役所

2階相談室

全 上

全 上

健康センター

2階相談室

健康センター

2階相談室

白石市役所

3F皆ホ目言炎室

内 容

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

よ休みます。

10：00～

　15：00

13100～

　14：00
11：00～
　12：00

10：00～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

白石市役所

1階消費

生活相談室

福祉事務所

市民会館

白石市役所

白石市役所

買物苦情、消費生活

一般

補聴品の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

明るく住みよい地域社会をみんなでつくりましょう
自石市新県民〆1話，厘動協1イ鍬会　・1レ」け，ゆ：目謡巾肱民1砧容（卜2153
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